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米国WebTV Networks社 社長

インターネットとテレビ
両メディアの進化の鍵を握る男
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なんて変な会社名を付けたのには理由があ

りました。「WebTV」では、名前を見たと

たんに何をする会社かがわかってしまうか

らです。ある程度の知名度を獲得するまで

は、絶対にこの名前を隠しておこうと決心

していました。

のちにこれがWebTVになったとき、今の

成功をもたらしたキーワードはもちろん「イ

ンターネット」でしょう。WebTVのような

まったく新しいカテゴリーの製品が登場し

て、これだけ急速に非常に短い時間で市場

に出るようになり、さらに大企業が興味を

持つようになるというのは、インターネッ

昨年の秋に日本にも上陸したWebTV。PCに不慣れなユーザーにインターネットにアクセ

スする手段を提供する新しい家電として話題になった。そして98年。COMDEX Japan

'98の基調講演のために来日したWebTV Networks社社長スティーブ・パールマン氏

は、WebTV Plusのデモンストレーションとともに、WebTVが単なる初心者のための代

替機器ではなく、21世紀のテレビを大きく変える可能性を持つキラーデバイスであること

を発表した。WebTVによってもたらされる進化とはどのようなものかを同氏に聞いた。

聞き手：インターネットマガジン編集部
Photo: Nakamura Tohru

：WebTVのアイデアが浮かんだときの話を

聞かせてください。

Perlman：この20年間私が考え続けてきた

のは、人と人とをいかに安いコストでつな

ぐか、そして一般の消費者が簡単にインタ

ラクティブ（双方向）なコミュニケーショ

ンを図れるようにするにはどうすればいいか

ということでした。

私自身が初めてインターネットに出会った

のは、1979年の大学生のときでした。その

当時、インターネットはまだ「ARPANET」

と呼ばれていました。私はこのARPANET

を見た瞬間に「これを使ったら将来どんな

面白いことができるのだろう」ということ

を考え始めたのです。そしてすぐに、

ARPANETを使ってインタラクティブなコ

ミュニケーションができるデバイスを作った

らどんな可能性があるかを想像してみまし

た。それからというもの、常に「安価な技

術」と「使い勝手のいいデバイス」という

キーワードが私の頭の中にあったわけです。

これに加えて、アップルコンピュータ社

で私は「マッキントッシュII」などを開発し

ていましたが、このときの理念やアイデア

も今日のWebTVには生かされていると思

います。

そして3年前、初めてWWWを目にした

わけです。その瞬間にひらめきました。

「WWWとテレビをつなぐことがいかに重要

か」ということにです。WWWはそれまで

インターネットにあったものとは明らかに違

っていました。とてもグラフィカルなメディ

アなのです。本当に一瞬のできごとでした。

私は「これをテレビと統合しなくてはなら

ない」そう思いついたのです。

：その後「アルテミス・リサーチ」という小

さな会社が、マイクロソフト、SONY、Philips

といった大企業の投資によって今のようなビ

ッグビジネスに成長します。この成功をもた

らした要素はなんでしょうか。

Perlman：まず、「アルテミス・リサーチ」

西暦 ハードディスク VHS（時間） SVHS（時間） DVD（時間）
2000年 10Gバイト 120 30 5
2002年 30Gバイト 360 90 15
2004年 100Gバイト 1,200 300 50
2006年 300Gバイト 3,600 900 150
2008年 1000Gバイト 12,000 3,000 500

COMDEX Japan '98の基調講演でパールマン氏が予想した
ハードディスクの容量とこれに録画可能な動画の時間

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



254 INTERNET magazine 1998/6

は、来るべきこの新しいテレビを「オンデ

マンドTV」と呼んでいます。

さらに、これにインターネットのインタ

ラクティブ性を統合したものこそ21世紀の

テレビだと言えるでしょう。

：「オンデマンドTV」によって私たちの生

活やメディアそのものはどのように変わると

思いますか。

Perlman：人々の興味はこれから先さらに

多様化してくると思います。現時点では、

限られた数のチャンネルの中で視聴者の多

様性に合わせて個別にコンテンツを提供す

るのはあまりにコストがかかりすぎるため、

とても現実的とは言えません。でもこの先、

巨大な容量のハードディスクが安価に提供

され、これがWebTVに組み込まれること

になれば、あらゆる視聴者の狭い範囲の興

味に応えるようなコンテンツを提供できる

ようになるでしょう。番組や宣伝広告はパ

ーソナライズされ、個人の趣味に応じた情

報を送ってくれるようになるでしょう。こ

れによって、視聴者がテレビを楽しめる幅

はますます広がっていくはずです。

あなたのビジネスは何かと聞か
れたら“私たちはインターネッ
トを活用する人々 に対して経験
を提供する”と答えます。

：パーソナライズされたコンテンツが登場

することで、WebTVの役割はハードウェアや

ソフトウェアの提供に加えて異なるメディア

のコンテンツをコーディネートすることも含ま

れるようになりますか。

Perlman：そうですね。英語では「aggre-

gate」（統合する）という言葉を使います。

私たちがやっているようなことは「コンテ

ンツアグリゲーター」と呼ばれています。確

かにこういった役割もあるでしょう。でも、

WebTV社がやろうとしていることは、これ

とは別のことです。今のインターネットは

とても複雑だと思っています。このインタ

21世紀のテレビはWebTVとの統合によ

って画期的な進化を遂げるでしょう。すで

にテレビのデジタル化は進んでいます。デ

ジタルケーブルテレビ、デジタルサテライト

テレビ、地上波のデジタルテレビといった

ものが世界中で広がりを見せています。そ

して、これらのデジタルテレビの未来を語

る上で重要なキーワードとなるのは「大容

量の記憶メディア」です。現在のWebTV

にはすでに1Gバイトの容量を持つハードデ

ィスクが付属していますが、今の圧縮技術

を使えばこの中にVHSクオリティーの番組

を12時間分保存しておけます。私の予想で

は、西暦2000年には間違いなく10Gバイ

トの容量を持つハードディスクが安価に入

手できるようになるはずです。

そうなると、VHSクオリティーの番組を

120時間分保存しておくことも可能になり

ます。1日分のすべての番組を前日の晩に

受信してハードディスクに保存しておくの

です。現時点でも視聴者は95パーセントの

番組を録画によって見ています。すでに定

着した習慣なのです。もちろん、すべての

番組を見る必要はありません。自分が本当

に見たいと思うものだけを、好きな時間に、

好きな順番で楽しめばいいのです。私たち

トに関連する技術でなければ考えられない

ことだと思います。

米国ではWebTVには「クラシック」と

「Plus」の2つのバージョンがあります。最

初のバージョンを出荷した1年後にPlusが

登場したわけですが、Plusの登場とともに

最初のバージョンはクラシックに改名され

ました。このときに多くの雑誌に載ったコ

メントがインターネットの変化のスピード

をよく表しています。それはこんな感じで

した。「発表されて1年後に"クラッシック"

という名前が付けられるのはインターネッ

トならではの事件だ」

：WebTVはテレビを、そしてインターネット

をどう変えていくと思いますか。

Perlman：21世紀のテレビのあり方を決め

るポイントを握っていると思います。20世

紀のテレビはどんなものだったかを考えて

みてください。「限られたチャンネル」に流

れる「スケジュールの決まった番組」を

「放送局が決めた順番」で見せられていた

わけです。会社で少しでも仕事が長引けば、

楽しみにしていた番組の最初の部分を見逃

してしまうのです。

スティーブ・パールマン Steve Perlman

1961年生まれ。1985年アップルコンピュータ社にて首席科学者に任命される。

1995年アルテミス・リサーチ社創立。ブルース・リーク、フィル・ゴールドマンとと

もにWebTV Networks社を設立、初代社長に就任。
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ーネットの複雑さや煩雑さを一般のユーザ

ーから隠す役割を果たしているわけです。

ですから、「あなたのビジネスって一体なん

ですか」という質問をされたら、私はこう

答えます。「私たちはインターネットを活用

する人々に対して経験を提供するのです」

と。自分たちの生活に密接に結びついた、

価値ある経験を提供することが私たちのビ

ジネスなのです。

：PC未経験者、女性、高齢者がWebTVの

顧客の大部分を占めるというデータがありま

した。「経験を提供する」とは、これらのPCに

不慣れなユーザーに対してでしょうか。

Perlman：先ほど申し上げた「経験」とは

決してビギナーのためだけに限っているわ

けではありません。すべてのユーザーに対し

て提供できるものだと思います。

私自身、インターネットに関しての専門的

な知識は持っていますが、サーバーやプロ

キシー、そしてブラウザーの設定などがう

まくいかないときには、やはりいらいらして

しまいます。PCを使っていて非常に不満を

感じるのは、問題が起こったときに自分で

それを解決しなければならないということ

です。つまり、スキルにかかわらず、すべ

てのユーザーに経験を提供することが私た

ちのビジネスだと言っていいでしょう。

WebTVを使っていただければこのことに

気づいてもらえると思いますが、私たちが

WebTVを手がけている理由はお金儲けの

ためではありません。もちろんビジネスの要

素をすべて否定するわけではありませんが、

私たちは、才能のある人たちがやる気を持

って1つの目標に向かって1つの仕事を遂行

できるようにすることを目指しています。

さまざまな才能がありながら、PCやネッ

トワークに関しての専門知識や技術を持っ

ていない人たちにインターネットをフルに使

ってもらおうというのが私たちの夢です。私

たちWebTVのメンバーが24時間、一週間

に7日間働きつづけているのも、この夢を

実現させるためなのです。

S t e v e  P e r l m a n

WebTVは単なるビューアーに
すぎないじゃないかと言われた
ときに、“そう、それこそがわれ
われの望んでいることなのだ”
と答えました。

：WebTVの最初のモデルはPCの簡易版

というイメージでしたが、WebTV Plusは、PC

でも困難なテレビとウェブの統合を実現しま

した。こうなると、立場が逆転してWebTVがPC

を超える可能性もありませんか。

Perlman：ある意味においては超えている

し、別の意味においては超えていないとい

うべきでしょう。PCは一般にプロダクティ

ビティーツール（生産する道具）だと言わ

れていますが、これに加えてコンテンツビ

ューアーとしての役割も持っています。一

方、PCを単純化したWebTVにはプロダク

ティビティーはありません。つまり、コン

テンツを「作る」ことはできないのです。

でも、これがかえってWebTVの利点であ

ると考えています。というのは、単純化に

よってユーザーが「間違う」可能性が少な

くなり、加えてコストも低くできるからで

す。コンテンツを見るという意味において

はPCを超えているかもしれません。

以前、米国でインタビューを受けた際に

技術系のジャーナリストから「WebTVに

コンテンツを作成する機能がないのが残念

だ。今のままではブラウザーをちょっと格

好よくしただけの単なるビューアーにすぎ

ない」と言われたことがありました。私は

「それこそがわれわれの望んでいることなの

だ」と答えました。最良のビューアーを提

供することこそWebTVの最大の役割だと

思っています。

：数百というチャンネルがあたりまえの米

国と、数チャンネルの日本とではテレビ番組

の質も視聴者のニーズも異なります。日本に

おけるWebTVのコンテンツ戦略はどうなる

と思いますか。

Perlman：米国と日本の違いに関してはチ

ャンネルの数もありますが、私は別の視点

を持っています。日本の消費者の方々は、

読むメディアを非常に多く利用しています。

日本のほうが米国よりも多くの雑誌が出版

されていますし、本を読む人の数も多く、

その興味も多岐にわたっています。WebTV

は、テレビというメディアとインターネットの

「読む」メディアを統合するものです。この

意味で、日本のユーザーの目には、日ごろ

から親しみのある読み物と質の高い日本の

テレビ番組とのハイブリッドなメディアは非

常に魅力的に映るのではないでしょうか。

：基調講演の中で「われわれの子供たち

の時代にはすべてのテレビ番組がオンデマン

ドになっている」と話されていました。それで

は、オンデマンドTVで育った子供たちが作

るさらに新しいメディアとはどんなものだと想

像しますか。

Perlman：どのくらい先かにもよりますが、

たとえば10年後なら、ハードディスクの容

量はテラバイト単位になっているでしょう。

そして、50年後にはどのくらいの容量にな

るかというと、おそらく人間が創造したす

べてのクリエーティブワークを1つのハード

ディスクに収めておけるほどの規模になる

はずです。そうなったときのことを想像し

てみましょう。アーティストは作品を作っ

た瞬間に、コンテンツを管理する機関のハ

ードディスクにそれを登録できるわけです。

これによって著作権の問題は今よりも単純

になります。なぜならば、オリジナルな作

品は常に誰もが参照できるハードディスク

に存在することになるからです。誰かがあ

る作品の盗作を作ればすぐに見つかってし

まいます。

さらに、すべてのクリエーティブワーク

が個人のハードディスクに収まっていると

したらどうでしょう。人生観も世界観も現

在のそれとはまったく変わってしまうはず

です。ただし、どう変わるかまでは今の私

にもまったく想像がつきませんね。

：ありがとうございました。
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